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論点No.4

地震対策 －耐震設計に用いる地震と東日本大震災の揺れとの比較－
ワーキングの詳細
はこちらから

（注）本資料は、ワーキングチームにおける論点及び検証結果を分かりやすく表現することを目的とし、できる限り平易な記載としています。

第20回ワーキング
（2022.2.21）で議論

地震応答解析モデルによる解析結果と、
東北地方太平洋沖地震の観測記録を比較
し、揺れの伝わり方の傾向は概ね整合
していることを確認。

耐震設計の基準となる地震の揺れの評価
では、地盤や建物をモデル化して揺れの
伝わり方を計算しているが、東北地方
太平洋沖地震の揺れをきちんと再現できる
モデルになっているのか。

○観測記録と解析結果の比較

2011年東北地方太平洋沖地震の観測記録と解析結果の比較

• 2011年東北地方太平洋沖地震における観測記録
の最大加速度と、耐震設計の基準となる地震動
（基準地震動）による施設評価モデルの最大応答
加速度を比較

※1 E.L. -9mにおける値
※2 UD方向は建屋入力以浅の表層地盤を考慮せず評価しているため、露頭波としての値
※3 Ss-D1を半分にした波Eを入力し、その時の地盤応答（E+F）の値。E:上昇波、F:下降波

• 地中においては、観測記録と解析結果（Ss-
D1）の揺れの伝わり方の傾向は概ね整合的。
上下方向の最大応答加速度については、解析結
果の方が揺れが増幅する傾向であった。

• 建屋においては、両者とも同様の増加傾向を示
している。

• 基準地震動９波のうち、Ss-D1は周期特性の
偏りがないことから代表して比較しているが、
Ss-D1以外の基準地震動Ssについても概ね同様
の傾向を示している。

https://www.pref.ibaraki.jp/seikatsukankyo/gentai/anzen/nuclear/anzen/tokaidaini_wt_kekka.html
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